










1.はじめに 

 乳幼児突然死症候群(以下 SIDS と略す)は、それまでの健康状態ならびに既征歴からはそ

の死亡が予測出来なかった乳幼児に突然の死をもたらした症候群で、且つ剖検によっても

その原因が不詳であるものである。 

 その発症機序は明確ではないが、中枢性または自律神経系の即時の基礎的生坪機能の障

害で、その障害が呼吸及び循環機能の調節を失わせ、結果として無呼吸、極端な徐脈、心

室細動をもたらすとされている。 

 今回、呼吸中枢障害と無呼吸との関係を追求するために、Arnoid-Chari 奇形Ⅱ型で、す

でに気管内挿管がなされている 8ヵ月女児に無呼吸発作が頻発していることに差目し、無

呼吸発作と睡眠覚醒リズムとの間に如何なる相関がみられるか、英国オックスフォード社

で開発された超大型可搬型長時間磁気記録による長時間ポリグラフ的研究法によって検討

したので報告する。 


